体内で食物から生ずる抗炎症物質 by 科学技術動向センター & 科学技術動向研究センター
科 学 技 術 動 向　2009年 12月号

　食への関心の高まりから、日常的に摂取される食品についても、健康維持や病気予防のうえで大切な
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　一方、米国ハーバ ドー大学を中心とした研究チーム
は、炎症の終結に関与するとされるレゾルビンD2
（RvD2）の生成と立体化学構造、消炎の機構について
報告している2）。この研究チームは、まず魚油などに
含まれるDHA（ドコサヘキサエン酸）から、白血球が
持つ酵素活性によりRvD2 が合成されることを示し、
同時にその立体構造を明らかにした。RvD2は、炎症
の初期過程のモデルであるマウス白血球と血管内皮細
胞との接着を低濃度で阻害し、接着に関与する分子の
発現を抑制した。さらにマウスの敗血症のモデルでも
RvD2の静脈内投与により、白血球の過剰な動員や炎
症性サイトカインの産生を抑え、炎症反応が抑制され
た。このときマクロファージなどによる細菌の貪食作用
は増加しており、免疫系全体が低下するわけではない。
敗血症は致死率の高い疾患であるが、研究チームは、
その治療法の開発に向けても新たな方向性を提供でき
る結果であると述べている。
　従来、一般には整腸作用などが重視されていた食
物繊維や脳神経などへの作用で注目されていたDHA
を基にして、体内で変換された物質が炎症の制御に関
与することが、上記 2件の発表では分子的な基盤をも
って個体レベルで示されたことは注目される。これら
は、健康維持に関わる食物の役割がこれまで考えられ
ていた以上に大きいものかもしれないということを示唆
している。
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